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内 容 梗 概
近年自動電話交換装置においても,性能の向上,小形化,価格の低廉化の努力が盛んに進められてい
る｡

こ の改良研究の実施例として,最近日本電信電話公社の御指導により,加入者リレーを従来の2個か

ら1偶にしたA形=動電話交換装置用6号CHRラインファインダユニットを開発した｡このユニット

は,回路方式･リレーの新設計により,動作安全度が向上しているのみならず,

使用することにより･大幅に寸法の減少と重量の軽減をほかったものである｡

1.緒 言

最近,等比級数的に増加の-･途をたどる 話の需要状

況に応じて,品質が改善され,所要床面積の小さい,低

廉な 話交換装置の出現が望まれるようになってきた｡

A形電話交換装置においては,発信加入者を 別して,

一次セレクタに導くための装置として,ラインスイッチ

方式とラインファイソダ方式がある｡通常ほラインファ

インダ方式を使用し,発信呼数の特に多い加入者にほラ

イソスイッチ方式を採用するのが最近の幌向である｡ラ

イソファインダ方式ほ,ラインファインダスイッチをラ

イソファインダユニットに搭載して,発信加入者を探索

する機能を果すが,現在のラインファインダユニットは,

ほかの機器に比較してリレー数が多く,架へ搭載した場

合無効スペースもあったので,構造の縮小,価格の低減

化が要望されていた=

日立製作所でほ,昭和30年8月,日本電信電話公社の

御指導により新形ラインフ7インダユニットの開発に着

手し,数次にわたる試作段階を経て,最初の要求を満足

する6号CHRラインファインダユニットを,日本電信

電話公社の木曽川,瀬戸両電話 に納入し,すでに実用

に供しているが,その結果が良好であったので,さらに

改良を加えたものを近くn由ケ丘電話局に納入する予定

である｡ここでは改良後の6号CHRラインファインダ

ユニットについて,その回路,構造,機器の概要を紹介

する｡

2.従来のラインファインダユニットとの

比較

今回開発した6号CHRラインファインダユニットが

従来使用されている6号BRHラインファインダユニッ

トと異なるおもな点は次のとおりである｡

(1)6号BRHラインファインダユニットでほ,加
*
日立製作所戸塚工場

わく構造も薄い鉄板を

(ライソファインダ16個を実装した場合J

第1図 6号CHRラインファイソダユニット

入着の発着信の状態を識別するために,各加入者ごと

に,ラインリレー(R-913)とカットオフリレー(RT

【32)の2個のリレーを使用してきたが,6号CHRラ

インファインダユニットでは,この2個のリレーを1

個のリレーにして攻付面積の縮小をはかり,あわせて

価格の低減化を実現した｡

(2)新回路とこれに適合するES形リレーの設計に

より,動作上の安全 ほ著しく向上した.｡

(3)わくの柿造は,従来のL形鋼をやめ,薄い鉄板

を加工し点熔接したものに改めることにより,十分な

強度を確保しながら重量は著しく軽減した｡

(4)ランプジャック電鍵板,ヒューズ板,シェルフ

などの構造を変更し小形軽量化をはかった｡

(5)保守者の優を考え,リレーカバーを透明にして

点検を容易にし,カードホルダを追加して加入者の収

容状況を表示できるようをこした｡

構造および宍装の

する｡

紳については,5項に改めて

6号の標準装機法(1〉により,新旧のラインファインダ

ユニットを架に搭載すると第2,3図のようになる｡従来

の架構成でほ,加入者の発信呼量が増加した場合に,よ

り多くのラインファインダスイッチを設置することがで

きるように,常に増設用シェルフスペースを考慮してい
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J号J斤ラインファインダ
シェルフ(増設用)

β号Jβラインファインダ
バンク(増設用)

β号朗,〟ラインファインダ
ユニット

ざ号β斤〟ラインファインダ
ユニット

第2図 6号架に従来のライソファイソダユニット

を実装した場合の架構成

第4図 従来のラインファイソダユニットの加入者

繰回路

たが,6号CHRラインファインダユニットを搭 する

架構成では,特に大きい呼量の加入者のみ別群として最

上段のラインスイッチユニットへ収容することにより,

ラインファインダユニットで使用するライソファイソダ

スイッチ数を,16個以下になるよう考慮してあるので,

増設用シェルフスペースを必要としない｡新しい架椚成

でほ,単に梨幅が縮小されたばかりでなく,ラインスイ

ッチユニットへ50回線の加入者を余計に入れられるの

で,単位床面積当りの収容加入者数ほ,30%ないし50%

増加している｡

3.使 用 回 路

6号BRHラインファインダユニットを回路別に分撰

し,使用リレー数を記載すると,加入者繰回路400個,

監視信号回路19個,計419個となる｡

6号CHRラインファインダユニットでは,リレー数

の大半を占める加入者線回路のリレー数を削減し,低廉

化をほかると同時に,回路動作の完全を確保することを

目標に回路設計が進められた結果,次のように改良する

ことに成功した｡

3.1加入者繰回路

6号BRHラインファインダユニットは,1加入者ご
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第3図 6号架に新形のライソファインダユニット

を実装した場合の架構成

r∂)

第5図 新形ラインファインダユニットの加入者繰

回路

とに,ラインリレーとカットオフリレー2個のリレーを

使用しているが,この2偶のリレーを1個で行わせるた

めには,1個で2段の動作をし,2様の状態を識別でき

るリレーと,特殊な回路が必要となった｡

第4図は6号BRHラインファインダユニットに使用

している回路であり,第5図(a)(b)は,6号CHRラ

インファインダユニットの設計に当って考えられた回路

である｡Bリレーは加入者群に共通に設けられる｡

策4図の回路の場合には,発信加入者が受 器をあシデ

るとLリレーが動作し,ライソファインダを起動し,こ

の発信加入者が捕そくされるとCOリレーが動作して発

信加入者を次位スイッチに延長し,以後COリレーほ次

位スイッチRT線からの地気により,動作を継続する｡

策5図(a)の回路の場合は,発信加入者が受話器をあ

げるとCOリレーは,"S"コイル,"P"コイル,R抵抗,

Bリレーと直列で励磁され,"Ⅹ"接点のみ動作する｡ラ

イソファインダからこの発信加入者が捕そくされ,CO

リレーの"P"コイルが直接励磁されると,COの全接点

が動作し,以後次位スイッチRT線からの鞄気により動

作を継威する｡
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第6図 ラインファインダユニットからラインファ

インダを起動する回路の比較
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第7図 線路障害検 卜11回路

弟5図(b)ほ,発 加入者が受訴器をあげるとCOリ

レーほ,"S"コイルのみがR抵抗,Bリレーと直列で励

磁され,"Ⅹ"接点のみ動作し,ラインファインダからこ

の発信加入者が捕そくされCOリレーの"S"コイルが

直接励磁されると,COの全接点が動作する｡

第4図の場合は,Lリレーにより弟d図(a)のように

ラインファインダの起動用 リレーGが動作するが,弟

5図の時はBリレーによりラインファインダを起動する

か,COの"Ⅹ"接点により起動する必要がある｡Bリレ

ーにより起動する方法ほ,COリレーに余分の接点を組

み込む必要がないので,COリレーは従来の標準のリレ

ーでも設計が容易になる利点がある｡しかし,加入者

に 池障害のあった場合には誤起動の危険があるので,

Bリレーは電池障害検出リレーとしてのみ残し,第d図

(b)のようにCOリレーに,"Ⅹ"接点を含む2組の接点

を設けることとした｡したがってこのように多くの接点

を設けても高い安全率をもって動作するためには,特殊

な接点バネと磁気阿路を有するリレーが必要となり,こ

のため4項に レーが開発された｡

弟5図(a)(b)を比較すると,(b)のほうほ,RT線

と通話線が分離しているためRT繰と通話線が相互に影

響しあうことがない利点がある｡すなわち,ラインプア

インダの 作時,RT繰に発生する高電圧が加入者線路

に流入することはなく,また次位スイッチへ接続時次位

スイッチの

もない｡

池によりRT線に電流が流れるようなこと

しかし,"S"コイルが単独に励磁され,加入者の線路
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第81又j 起動緑地気l紆害倹山回路

長に関係なく動作させるた捌こはコイルにかなりの巻数･

を必要とし,一方"P"コイルも単独に全接点を動作しな

くてはならず,その上ラインファインダおよびコソネク

タからの捕そくの条件を考え合わせると,コイルの仕隊

に制限を受けるので,今回6号CHRラインファインダ

ユニットでは,比較的リレーの設計容易な弟5図(a)の､

回路を使用することとし検討が進められた｡RT線と通.

話線との干渉ほ"P"コイルのアンペアターンを十分に

とり,"S"コイル回路の抵抗を大きくすることにより防

止し,CO"Ⅹ"接点の を十分小さくとること

により,加入者の線路が長くても大きな安全率をもって

動作するように設計した｡考えられる 算上および気際

の使用条件での安全性についてほ,d.および7.項に

する｡

3.2 監視回路

加入者繰回路のCOリレーが加入者線路の長い場合で

も,十分なる安全率をもって動作するよう,感動値を改

善して設計したので,線路障害により線問に漏洩

流れた際には,ラインファインダが起動しても次位スイ

ッチを捕そくすることができないか,または通話が終っ

てCOリレーが復l目しなくてほならないときに復旧しな･

いで,保持しきりとなる現象が発生し,このときにCO-･

リレーのみが断続動作をすることが考えられたので,6

弓▲CHRラインファインダユニットでは,第7図の線路▼

障害検田回路を設けた｡すなわち,ラインフ7インダが起

動し,次位スイッチが捕そくできない場合,またほCOリ

レーが完全に復旧せず"Ⅹ"接点のみ残る場合にほ,群り･

レーGと直列にLSリレーは動作復旧を繰り返すので,

10秒間以上この状態が続いた場合にほ,10秒時限回路に

よりまずSBリレーが,次にSCリレーが動作し警報ラ

ソプ"LEAK"を点火して障害の発生を告知する｡また.

警報ランプ"LEAK"は,線路障害により加入者線路に_

他線路から 洩電流が流れた場合にも第5図のBリレー▲

が動作して障告を告知する｡

従来の6片BRHラインファインダユニットでほ,ラ

インファインダ全話中の状態から数個のラインファイソノ
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第9図 E S 形リ レ ー 外観
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ダが復旧する際,ライソファインダの′接点が復旧した

ことにより,Dリレーの二次巻鰍こ電圧が 起し,GD

リレーが誤動作してALリレーが自己保持し誤警報を発

生することがあった｡6号CHRラインファイソダユニ

ットでほ,弟8図の回路のようにGDリレーの回路に整

流器を付加L･,この程の誤警報を完全に軌ヒした｡

4.E S形リ レ ー

前項第5図(a)に示した回路によって,1個のリレー

で加入者繰回路の動作を確実に行わせるには,次の諸条

件を十分に満足しなければならない｡

(a)二段動作が確実にできること｡

(b)前動作ほ,加入者線路抵抗が最大の場合でも,

確実に動作すること,すなわち,高感度であること｡

(c)接点圧力は 来晶のリレーと同等以上であっ

て,使用中の接点障害が少ないこと｡

(d)保守調整が容易であること｡

従 のR系列平形リレーの構 のままでほ,動作アン

ペアターソの不足のため実用化困難であったが,これら

の問題点を磁気回路の改良,負荷(バネ)の合理化,およ

び新機構の採用などにより解決して,このほどES形リ

レーを完成した｡

以下にその概要を説明する｡

4.1 日立品名 ES一日2号リレー

4.2 構造および特長(第9囲および弟10図参照)

(a)磁気回路は,アーマチュア,コア,ヒールピー

スおよびブリッジピースよりなる｡

(b)ヒンジバネによって,アーマチュアを常時ブリ

ッジピースに圧着するようにし,ルーズヒンジに起因

する相性の不安定を改良した｡

(c)接点ほクロスバ形単接点を使用し,接点整合の

容易化をほかった｡

(d)コアに匡着されるバランスバネと,その先端付

近を軸として回転するバラソスピースを設け,バラソ

スピースの両端8･ま"Ⅹ"メークの固定/ミネにそわせて

ある｡

(e)バネ長は若干短かくなり,かつプッシングより

接点までの距離も小さくなっている｡

(f)負荷になるバネほ形状を均一化し,負荷特性改

良のため適当なステイフネスに改めた｡

(g)取付寸法ほ,7号形鉄板にES形リレーが20個

取り付けられる寸法とした｡更付方法は従

乎形リレーに準ずる｡

4.3 性能上および調整作業上の改良内容

のR系列

(a)現用のR系列平形リレーで一体化をほかった場

合は,アソペアターンの不足をほじめ種々問題があっ

て実現できなかったが,ES形リレーほ構造変更によ

って,これらの瓢点をまったく改良した｡その関係は

第1表のとおりである｡

(b)バランスピースの動作原理

Ⅹ"メークの固定バネほステーフネスが小さく,か

つタングは小さい圧力でツバに接するよう調整され

る｡"Ⅹ"感動電流でアーマチュアが移動し,上下いず

第1表 ES形リレーとR系列平形リレーとの比較
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れかの接点が接触すると,接触したはうのメーク接点

の固定バネがバランスピースを圧してこれを回転し,

他方のメーク接点の固定バネを圧下してその接点を接

触させる｡したがって両接点が接触するまでほ,アー

マチュアははとんど反力を受けないが,双方接触の瞬

間にバランスバネの反力によって停止し,かつ吸引力

にほぼ等しい力が接点圧力となって2組のメーク接点

に均等に与えられる｡■

ん1⊆S形リレーの仕様

ES形リレーの仕様ほ,弟2,3表のとおりである｡

▲.5 性 能

(a)吸引力特性

弟11図に示すとおり,一般のR系列平形リレーの吸

引力特性よりすぐれている｡

(b)負荷特性

弟】2図に負荷 性と吸引力特性をあわせ示すとお

り,十分な安全率をもって電気的必要条件を満足でき

第11図 吸 引 力 特 性
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第12図 負 荷 曲 線

.ガ ､灯

コイル宥流㍑勅

第13図1,200nコイルに通電したときの動作

時間特性

第3表 ES-H2号リレ㌧一の仕様(その2)

荘:表中の記号はR系列平形リレーに準じた ただしHを追加する

.J .材
∬

コイル電流(仇4)

第14図1,200nコイルに通電したときの

復旧時間特性
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第15図1,200n+2,000nコイルに通電した

ときの動作復旧時間掛性

る負荷となっており,調整は容易である｡

(c)動作時間,復旧時間特性

弟13～15図に示すとおり,加入者リレ

ーとしては安定な動作が保証されている｡

(d)チャツタ試験結果

一般のR系列平形リレーよりチャッタが

若干すくない｡これはバランスピースとバ

ネの衝突干渉で振動がはやく減衰するため

である(弟1る図参照)｡

(e)寿命試験結果

実際使用される回路で 命試験を行った

結果,障害がなく,また第4表に示すとお

り特性変化もほとんど認められない｡

回数 207.4万回(加入者リレーとして

はこの程度の動作で十分なのでこの回

数で停止したが, 命はもちろんさら

に長い)

速度 4インパルス/秒

メーク比 50%

(f)そのほかの保証試験

弟5表に示すとおり｡

以上にES形リレーの概要を述べたが,こ

のリレーの完成により,従来なしえなかった

〝メーク

第16図 チ ャ ツ タ 現 象

第4表 寿命試験における特性変化表
(本義は試料10偶の平均値をしめす)

加入者リレーの一体化が実現し,取付スペースと建設費

の大幅な節約を可能にした｡なお本リレーの姉妹品であ

るES-Hl号リレーは,日本 信電話公社木曽川電話局

(1,400加入)および瀬戸電話局(2,800加入)に納入し,

現在安定に動作しており,ES-H2号リレーは近く自由

ケ丘電話局(6,000加入)用として納入される｡

5.ユニットの構造と実装

構造設計にあたってほ特に,小形,軽量,堅牢,低廉化

についての努力をほらった｡

従来のラインファインダユニットで問題となった,輸

第5義 侠 証 試 験 結 果
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送時の振動およびわくのひずみによるリレーの 度変化

に対しては,これらを十分に考慮したリレー設計がなさ

れているが,一方リレーを取り付ける鉄わくについても,

輸送および工 中に加わる外部条件に耐えられる堅牢

で,かつ軽量なものが必要となる.Jまた限られた=舎へ,

より多くの加入者を収容するためにほ,その構造が小形

で材料および加工費のやすいことが必要となる｡

以上の要 を満たすために,

点は,2.の項にも記載したが,

明する｡

5.1小 形 化

従来品にくらべ改良した

次にその

現在の局舎ほ,1列の標準長が7mとなっているので,

従来の1列3架構成から4架構成に攻めるためにほ,ユ

ニット幅を従来の2,353mmから1,750mmへ縮小する

ことが必要で,6号CHRラインファインダユニットで

ほ,弟】8図に示すように大幅な実装位置の変更を行っ

た｡参考として従来の6号BRHラインファインダユニ

ットの実装図を弟け図に示す｡すなわち,6号CIIRラ

インファインダユニットでは,強度についての検討の結

果,ヒューズ板取付用L形鋼および,補強用の中間柱は

削除し,ジャックおよびランプ板を中央に移し,ヒューズ

/

ヒュ←ス仮

56

トー〃ヂH

(単位:1つ1m)

板のポストを一列配置として

片側の鉄わくに直接取り付け

るように改めた｡また群リレ

ーおよび監視信号リレーは,

加入者繰回路のリレー装置の

中へ共通に収容するようにし

て,従来の監視リレー取付鉄

板を省くことができた｡

5.2 軽量堅牢化

鉄わくの構造について検討

の結果,従来のL形鋼の使用

をやめ,鉄板をコ形に折り曲

げ加工したものを使用して,

十分なる強度を確保しなが

ら,ユニット 量を従来の

150kgに対し,新形では弘に

当る100kgに減少すること

ができた｡また従来ボルトナ

ツト により締付け作 が行

われていたものを,点熔接に

改めることにより作 を合理

化すると同時に,対角線長を

変化させる方向に働く外力に

よるわくのひずみを趨端に少

なくすることができ,輸送そ

のほかに起因する変形,また

ほ破損を防止することができるようになった｡このはか

スイッチシェルフ下部の平鋼を取り除き 線支持方法を

第19図のように攻め,またジャック板ヒューズ板を小形

化して取付方法を簡易化し,軽量化をはかった｡

5.3 そ の 他

加入者繰回路COリレーのカバーは透明なものとし,

リレーの動作状態がカバーをはずさなくとも点検できる

よう改めると同時に,発信停止金物の挿入状況,線路漏

洩の該当回線などが簡単に見出せるように考慮した｡

ほト狂未≡ (dJ新形

第19図 スイッチシェル･7の林道
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端子板への加入者線路の収容状況を蜘㈲こするために
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に改めたっ

を付加1して適時記入できるよう

占.電流調度値に対する回路上の安全率

ESリレーの電流調度他についてほ先に記載したが,

これを第5図(a)の回路に他用した場合の安全率につい

て計算すると第d表のとおりになる｡

ただし電源電圧48V,加入者の線路抵抗0､1,200Jl,

電話機抵抗を0､100･flと仮定し,COリレー1,200Q

+2,000n,Bリレー50n,抵抹R3,900r之とする｡

通常"全"接点感動値の安全率は葬る表のようにして

最悪条件の安全率が計算されるが,発信時に"仝"接瓜動

作より先にラインファインダの摘そくリレーFが動作す

ると,第20図の点線の回路でセレクタのAリレーから

電流供給を受けて,COリレーの"S"コイルは辿励磁を

受け感動の安全率ほ若〒低下することが考えられる｡

しかし,"P"コイルのアンペアターソを十分大きくと

り,不規則な動作状態でも安全動作を保証するようにし

たので,加入者の線路抵抗が大きく逆励磁の影響が最大

となっても"全"接点動作の安全率は常に1･50以上とな

る｡

従来の6号BRHラインファインダユニットについ

て,舞d表を計算した場合と同じ条件で加入者線路によ

土 1

ラー′y∴プア･-1ンマ⊥ニット■ラインファインダ■ セレクタ

第20図:二不壊けIj酬ノ巨時にニトけるC(〕リレーーの逆励
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第6表l~可路上の安全率の計算

組路に流れる故小馬流

ゞ=撞一正感動伯1

"y''接点不感動値

=全∵接点感動雄

資 料
No.

48

1200+100十1200+2000十50十3900

三三5.68mA

安全率=
む6翠
4.1

鮎ド鋸こ流れる】

㌔1.38

48

最大尤流~1200+2000十50

て6.71mA

安▲1こ辛=
P･4
6.71
L､･1.40

コンネクタから点す六時の一一に流
48

125十1200
nlA二36.21TIA

蛤宰て3…主2≒1･58

1333

11｢一へ

3900--1A

雛7表 COリレー動作および開放限界値

穐路ルーブ抵抗の限界

宍二 お損ノ値

5.700ゝ2

6,300e

6,600〔2

6,900｣2

7,000もj

6.500£2

鋭 格

1,300良以上

1,300日以上

1,300鳥以上

1,3000以上

1,300Q以上

1､300e以上

る安全率む計廿サムと,

線路に流れる最′卜f~㌫流

安吾率

線路漏洩抵抗の限界

実 測 値

7,800£2

8,800日

8,900日

9,000(2

9,100£2

8.720ゝ2

__ノ鱒1,200卜l川)1

20nlA

20

18.5
≒1.08

規 格

20,000烏以下

20,000日以下

20,000凸以下

20,000Q以下

20,0008以下

20,000Q以下

55()｣二元b111A

となり,従来のものに科しノ6弓■C廿Rは3し).%も攻守率の

高いことが知られろ.

7.ユニットの諸特性

7.1線路条件による影響

加入者繰回路のCOリレ←は,3.の填で説別したよう

に.加入者の線路抵抗挿入時の動作安全 を増すためリ

レーの感動電流値を低くさせたので,動作時の許容線路

抵抗値は著しく拡大された｡全動作の状態から復旧する

際に線路に漏洩抵抗があるとリレーは完全に矧Rせず,

"Ⅹ"接点のみ残りラインファイソダを再起動する現象

が考えられるが,実測の結果でほESリレーの冊放特性

は非常に良好であることがわかった｡

6号CHRラインファインダユニットに組み込まカ■した

加入 繰回路について,5何のリレーを抜き取り

た結果は弟7表のとおりであるこつ測矧亘1路は舞21図の

とおりである｡

動作限界の場合ほ,電鍵を倒してCOリレーが動作し

うる最大ループ抵抗値を示し,開放限界の場合ほ,電鍵

を倒してCOリレーが復旧しうる放小漏洩抵抗値を記載

した｡
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第22玉東t コソネクタから首†J-時の実験lnl路

第41巻 第10号

第8表 群起動リレーGの遅緩動作時間と

COリレーの動作時間

第23図 コンネクタから着信時の各リレーの電流
波形

7■2 コンネクタからの着信時

コソネクタからの着信時に,コンネクタのKリレーと

ラインファインダユニットのCOリレーほ直列に励磁さ

れて動作するが,COリレーの"全"接点動作時間は,K

リレーの"企"接点動作時間よりも早くなくてほならな

いJ

弟22図の測定lリ1路により斧電流波形を測定した結果

ほ,弟23図のとおりで,COリレーの動作時間ほKリレ

ーの動作時間より十分早いことが確認されている｡この

回路で資料を変えて測定した結果,COリレーの動作時

間ほ,22士5n-Sの範囲に,Kリレーほ160士50msの範

囲にはいっていることが確認されたので,着信時の誤動

作は考えられない｡また首 時COリレーが動作する

際,CO"Ⅹ"接点が動作してから全接点が動作するまで

の間ほ,群リレーGに電流が流れる｡この時間は第23図

のオシログラム波形からも知られるように10ms内外で

ある｡この間にGリレーが動作すればラインファインダ

の誤起動が考えられるので,Gリレーを遅緩動作とした｡

動作時間の実測値ほ第8表のとおりである｡

7･3 ラインファインダからの捕そく時

該当する加入者回線がラインファインダから捕そくさ

れる隙間題となる現象ほ,描そく不能と異常

は電流の

圧,また

起の二つに分けられるが,この間題はさらに

相手のラインファインダの種掛こより果なる｡1号Cラ

インファイソダを使用する場合は,捕そくリレーFの感

度がよく,回転駆動回路の改良によって異常

発生しない｡

圧は全然

したがってここでは,1-ぢ･Bラインファイダを使用し

第24図 RT-32の無誘導抵抗を除去した場合の

電流立上り波形

て待った検討および 験結果のみを報告する｡

6号CHRラインファイソダユニットのラインファイ

ンダからの挿そく回路が,6号BRHラインファイソダ

ユニットの該当回路と異なる点は次の点である｡

(a)RT線に現われている電圧が6号BRH形では

48Vであるのに対し,6号CHR形では加入者線路側

に分割されるので,現題の条件では40Vまで低下す
る｡

(b)6ぢ･CHRラインファインダユニットでほ,C

0リレーの無 導抵抗を除去したので捕そく電流の立

上りがCOリレーのインダクタソスiこよっておそくな

ることが考えられる｡

(c)回転動作中ラインファインダのCリレーの100

nコイルに誘起する異常電圧の影響

(d)6号CHRラインファインダユニットでは,C

Oリレーに捕そく電流が流れる前に,あらかじめ,CO

"x"接点を動作させるためわずかな電流が流れてい

る｡したがって6号BRtiラインファイダユニットと,

COリレーのイソダクタンスが変ることによる影響

従来の6号BRHライソファインダユニットのCOリ

レ一に無 導抵抗コイルを付加したことの効果を確認す

るため,6号BRHライソファインダユニットのCOリ

レーRT-32について,無 導抵抗を除去して2,100Q誘

導巻きコイルを直接励磁した｡結果ほ,弟24図に示され

るとおりで電流の立ち上りがおそく,このような状態で

はラインファインダからの捕そくに必要な電流値忙達す

るまでに時間を要し,時にほ捕そく不能の現象が発生す

ることが考えられる｡
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次に6号CHRラインファイソダユニットについて宍

際の捕そく 流波形を測定したのが舞2d図である｡測

定回路ほ弟25図によった｡ilほRT線に流れる捕そく

電流であり,i2はCOリレーS巻線に流れる 流で,i3

は加入者線路の電流である｡弟25図の回路について説

明すると,ラインファイソダのCリレー380nコイルが

励磁され動作すると,回転 磁石RMを動作させワイパ

を歩進させる｡同時にCリレーの励磁回路を切断してR

M 磁石を復旧させ,以後CリレーとRM

断続でワイパを進める｡該当端子までくる

磁石の交互

の一11と

流れ,この電流はCOリレーを動作させると同時に,Fリ

レーを動作させCリレー100nコイルを励磁してCリレ

ーを保持させる｡弟2d図の

ワイパが該当端子に

磁オシログラムで,A点は

したため,捕そく電流が流れはじ

めた点であり,B点はラインファイソダのris接点が動作

したことによりCリレー380nコイルの電流が切られた

点であり,この影響で100nコイルに高電圧を誘起し,こ

の電圧は捕そく電流を急激に立ち上らせる作用をする｡

この結果380nコイルが励磁を切られてから100nコイ

ルに規定の保持電流が流れるまでの時間は1ms以内と

なり,一方CリレーがRM電磁石と交互断続する際の動

作時の遮緩復旧時間が10ms程度あることと,Cリレー

100nコイルによる保持電流は,最悪状態でも16mAに

調整されていることにより,Cリレーが復旧して捕そく

不能となることは考えられない｡

したがって,本項の(a)(b)(d)で考

電流の立ち上りの問題ほ無視できる｡

された捕そく

弟2る図の波形でi2およぴi3の電流が逆方向へ流れる

瞬間のあるのは,Cリレー380nコイルから100nコイ

ルに誘起する電流がCOリレー"P"コイルと"S"コイ

ルに分流するからで,この間COリレー"S"コイルは

"P"コイルの励磁に対して逆励磁を受けることになる｡

この道励磁 流によりCO"Ⅹ"接点が復旧することがあ

れば捕そく不能となるが,COリレー"S"コイルが逆励
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≡-_--こ-一聯_--

-_&

-~忘~-､
ミー≧--_蒜.-一三_､-~~_一戦…琴~-一二㌃~ニミ

~_ミ_~‡_≡~

≒ミ≡~伽

‡__---≡…-一室≡妻≡-…-…ミ~≡三≧■ミ~…≡至~妻葦~~~~裁巨★_iミ

諺__
~_~一箪
､:-､__羅-ミ

葦~~･二≡~ミ箋

磁~-ニ.立ご

､W ~~

第26図 ラインファイソダから描そく時の各回路

の電流波形

磁を受ける際のCOリレーの合計のアンペアターンほ,

COリレーのアンペアターン

=("P"コイルのアンペアターン)一("S"コイルの

アンペアターソ)

=〔(28-3)×13,000-3×10,000〕余

=295て

となり,CO"Ⅹ"接点感動アンペアターンは,94である

安全率=晋≒3･14
で動作の確実であることが保証されている｡

8.結 言

ラインファインダユニットの改良すなわち,性能の向

上,小形低廉化の線に沿って設計した6号CHRライン

ファインダユニットは,回路およびリレーの改善,新構

造の使用により次のように初期の目的を達成することが

できた｡

(1)使用リレー数を従来のものの約域とした｡

(2)加入者繰回路のリレーの動作安全率を従来のも

のむこ比し30%あげることができた｡

(3)線路漏洩抵抗による障害監視回路をはじめ,監

視回路に新回路を付加して動作の完全を期した｡

(4)重量は%,容積は弓4となった｡

最後に本設計にあたり程々御指導を賜わった日本 信

電話公社施設局U｣内機械課長補佐,高山施設課長補佐,

技師長窒調査課池谷係長,村瀬氏ならびに日立製作所戸

塚工場小林部長,田島副部長,中野課長,野上,林,菊

地各主任に厚く御礼申し上げます｡
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